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　軽井沢新聞の前身『かわら
版』第1号（昭和61年発行）
のトップニュースは、「軽井
沢百年の夏、盛り上がって
スタート」。米国カーメルか
ら市長が来軽して講演会を
開催、テレビ朝日『モーニ
ングショー』が1週間、軽
井沢特集を組んで生中継す
ることや、皇太子浩宮の
お妃選びで取材陣が殺到
など、にぎやかな話題がいっぱいの紙面。
当時の軽井沢の様子や時代を感じるユニークな話
題も満載。何となく、ほのぼのとした手作り感が
伝わるなつかしいかわら版だ。

軽井沢新聞 200 号を記念して

『かわら版』第1号複製を
200名にプレゼント
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　現在の場所で日用雑貨店を営む古
い写真の日付は1927年。「遡れば追
分宿で開店していた時代があったよ
うです」と話す店主の長谷川淳一さ
ん。長年勤めた銀行と関連会社を定
年退職後、両親が守ってきた文房具
店を妻の康子さんと共に継いだ。正
確な創業が記録にないほどの歴史が

ある店だ。
　淳一さんが子どもの頃の1951年
4月、沓掛大火が発生。辺り一面焼
けてしまったが、店は奇跡的に火災
を免れ商売を続けられた。時代とと
もに近隣では日用品等を扱う店が増
えたので、十二屋商店は他が扱わな
かった文房具の販売を続けている。
土地柄作家の来店も多く、原稿用紙
が飛ぶように売れた時期もあった。
作家や政界人など店を訪れる有名人
との交流も貴重な体験だ。
　「手紙を書く別荘の方も多いよう
で、便箋や季節のカードを揃えたり

〜お店の履歴書〜

移り行く町並みを見守って一世紀

十二屋商店

軽井沢町長倉3060-1
TEL0267-45-5368

店頭にない商品の取り寄せも、でき
る限り対応します。店名の通り『十二
分のサービス』が大事ですね」と、
二人は笑顔でこだわりを語る。

　白糸ハイランドウェイ（三笠～峰の茶屋）
の通行料金が2月4日、通り抜けか折り返し
で料金を分けるのをやめ、全線統一の料金に
改訂された。改定後の料金は、二輪自動車
200円、軽・小型・普通自動車500円、マイ
クロバス1200円、バス型自動車・大型貨物
自動車3000円。
　改訂理由は、快適な交通のための強靭な施
設の維持、災害リスクへの迅速な対応、通行
料金収受のキャッシュレス化への取り組みの3
つ。毎月第2水曜日を町民優待デーとし、軽
井沢在住者、別荘所有者、在勤者を対象に通
行料金を無料にする。

町民らの通行、無料日も

白糸ハイランドウェイ通行料改訂

定期購読申し込み、または軽井沢新聞社来社（平日9時半〜18時）の、
先着200人に『かわら版』のコピーをプレゼント。2月28日まで。

　長野県・群馬県の県境に位置する熊野皇大神社で、
1月1日からB4サイズ程の特大のお守りが頒布さ
れている。大きい木札などがあることから、お守り
も大きいものを作ろうと禰宜の水澤貴文さんが考
案。同神社に縁のある八咫烏が2羽、金色の袋に描
かれているデザイン。サイズは横24㎝、縦33㎝（通
常は4×7㎝）。1月29日時点で15個頒布し、手に
した人からは驚きの声が
あがっている。「参拝し
ていただいて、実物を見
てもらいたい。身に着け
てくれても、お家に飾っ
てくれても良い」と水澤
さん。無くなり次第終了。

特大お守り、ご利益に期待？

　昨年9月23日から改装のため休業し
ているツルヤ御代田店のテナント棟3店
舗が開店した。1月12日にクリーニン
グいけだ、14日にシンビ堂薬局、31日
に100円ショップのセリアがオープン。
御代田町在住40代の女性は「近くに
100円ショップができて嬉しい。ツルヤ
も早くオープンして欲しい」と話した。
テナント棟の残り1店舗は生花店が入る
予定だが開店日は未定。ツルヤ御代田店
は4月23日9時に新装開店する。
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通常のお守りの約28倍の特大お
守り。初穂料5000円。
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